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議事 

（午前10時00分 開会） 

 

○ 議長（松山信裕君） 

 これより平成28年３月第115回大野・勝山

地区広域行政事務組合議会定例会を開会いた

します。 

 直ちに本日の会議を開きます。 

 本日の議事日程は、お手元にお配りしたと

おりであります。 

 この際、諸般の報告をいたします。 

 本日の欠席届が松田元栄君より参っており

ますので、御報告いたします。 

 去る２月29日に、廣田憲徳君、松原啓治君

より、当組合議会議員の辞職願が提出され、

同日付けでこれを許可いたしました。 

 新たに、大野市議会より堀田昭一議員、砂

子三郎議員が大野・勝山地区広域行政事務組

合議会議員に就任されましたので、ただいま

から御紹介申し上げます。 

 堀田昭一君、御起立願います。 

 （堀田昭一君 起立、礼、着席） 

○ 議長（松山信裕君） 

 砂子三郎君、御起立願います。 

 （砂子三郎君 起立、礼、着席） 

○ 議長（松山信裕君） 

 以上で御紹介を終わります。 

 この際、議事の進行上、新たに当組合議会

議員になられました２人の諸君の仮議席を指

定いたします。 

 仮議席は、ただいま御着席の議席を指定い

たします。 

 以上で、諸般の報告を終わります。 

 これより日程に入ります。 

 日程第１「議席の一部変更」の件を議題と

いたします。 

 新たに、当組合議会議員となられました堀

田昭一君、砂子三郎君の議席の指定に関連し

て、議席の一部を変更したいと存じます。 

 変更後の議席番号及び氏名については、 

 ９番、畑中章男君 

 といたしたいと存じます。 

 ただいまの議席の一部を変更することに御

異議ございませんか。 

 （「異議なし」の声あり） 

○ 議長（松山信裕君） 

 御異議なしと認めます。よって議席の一部

を変更することに決しました。 

 日程第２「議席の指定」を行います。 

 新たに、当組合議会議員となられました２

人の諸君の議席については、会議規則第４条

第２項の規定により、議長において、 ６番 

堀田昭一君、10番 砂子三郎君をそれぞれ指

定いたします。 

 日程第３「会議録署名議員の指名」を行い

ます。 

 会議録署名議員は、会議規則第73条の規定

により、議長において、 ４番 乾章俊君、

10番 砂子三郎君の両名を指名いたします。 

 日程第４「会期の決定」を議題といたしま

す。 

 お諮りいたします。 

 本定例会の会期につきましては、先刻、議

会運営委員会において協議の結果、本日１日

とすることで意見の一致を見ておりますので、

そのようにいたしたいと思います。これに御

異議ございませんか。 

 （「異議なし」の声あり） 

○ 議長（松山信裕君） 

 御異議なしと認めます。よって会期は本日

１日と決定いたしました。 

 日程第５、 

 議案第１号 平成28年度大野・勝山地区広 

       域行政事務組合一般会計予算 

 議案第２号 平成28年度大野・勝山地区広 

       域行政事務組合ふるさと市町 
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       村圏振興事業特別会計予算 

 議案第３号 平成27年度大野・勝山地区広 

       域行政事務組合一般会計補正 

       予算（第２号） 

 議案第４号 大野・勝山地区広域行政事務 

       組合情報公開・個人情報保護 

       ・行政不服審査会設置条例案 

 議案第５号 大野・勝山地区広域行政事務 

       組合行政不服審査法の施行に 

       伴う関係条例の整備に関する 

       条例案 

 議案第６号 大野・勝山地区広域行政事務 

       組合人事行政の運営等の状況 

       の公表に関する条例等の一部 

       を改正する条例案 

 議案第７号 福井県市町総合事務組合規約 

       の変更について 

以上の７件を一括議題といたします。 

 提案の理由の説明を求めます。 

 管理者、岡田君。 

 （管理者 岡田高大君 登壇） 

○ 管理者（岡田高大君） 

 第115回大野・勝山地区広域行政事務組合

議会定例会の開会に当たり、本組合の主要な

事業の取り組み状況について申し述べますと

ともに、ただいま上程されました平成28年度

当初予算案を初めとする各議案の概要につい

て御説明申し上げます。 

 初めに、本組合議会の大野市議会選出議員

２名の辞職に伴いまして、新たに堀田昭一議

員、砂子三郎議員が選出されました。両議員

におかれましては、本圏域発展のため、各段

の御指導とお力添えを賜りますようお願い申

し上げます。 

 それでは、本組合の主要な事業の取り組み

状況につきまして、その概要を御報告いたし

ます。 

 最初に、本圏域にとりまして重要課題であ

ります中部縦貫自動車道につきましては、こ

れまで議員各位の御理解と御協力をいただき

ながら、積極的に要望活動を展開しており、

早期の全線開通に向けて着実に前進している

と感じております。 

 まず、永平寺大野道路の永平寺東・上志比

間につきましては、平成28年度の供用開始に

向け、順調に工事が進んでいるとのことであ

ります。 

 また、大野油坂道路のうち、大野・大野東

間につきましては、現地の路線測量、地質調

査が完了し、現在、予備設計に向けた準備を

行っているとのことであります。 

 そして、大野東・和泉間につきましては、

国道158号を横断する本線の橋台工事や勝原

の白谷川の橋台工事が鋭意進められており、

平成28年度には荒島第一トンネルの工事や下

山の九頭竜川にかかる橋の本格工事に着手す

る予定と聞いております。 

 次に、和泉・油坂間につきましては、現在、

長野から東市布の各地区におきまして、順次、

用地測量、境界立ち会いを進めているとのこ

とであります。 

 長年の念願であります中部縦貫自動車道を

一日も早く供用開始するためには、予算の確

保が重要でありますので、本組合といたしま

しても、今後とも議員各位のさらなる御支援、

御協力を賜りながら、精力的に要望活動を行

ってまいります。 

 次に、ごみ処理の状況について申し上げま

す。 

 ごみ処理施設「ビュークリーンおくえつ」

では、本年２月末で１万8,765トンのごみを

処理しております。そのうちの１万6,212ト

ンを焼却処理し、また再資源化物として

2,799トンを回収しております。前年度に比

べまして、ごみ処理量は65トンの増加となっ

ている一方で、再資源化物の回収量は27トン
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の減少となっております。 

 平成18年７月の本格稼働から９年半が経過

しておりますが、これまで大きなトラブルも

なく、安定した運転管理となっております。 

 今後とも経費の削減と平準化を念頭に置き

ながら、機械設備の計画的な保守点検を行い

たいと考えております。 

 また、最終処分場「エコバレー」におきま

しては、雨水排水対策を行いながら、安定し

た埋め立てを行っております。 

 今後とも放流水の水質基準を順守して、環

境保全に細心の注意を払ってまいります。 

 次に、介護認定審査会運営事業及び障害者

介護給付市町村審査会運営事業について申し

上げます。 

 介護認定審査会は、本年２月末現在で審査

会を123回開催し、3,297人の認定審査を行っ

ております。 

 また、障害者介護給付市町村審査会は15回

開催し、146人の審査を行っております。 

 今後も国の認定基準に沿いました公平・公

正かつ適正な審査を行うとともに、要支援の

認定期間の延長など、制度改正にも的確に対

応しながら、審査会の円滑な運営を図ってま

いりたいと存じます。 

 次に、青少年健全育成事業について申し上

げます。 

 奥越青少年愛護センターでは、未来の希望

であり宝であります青少年の健全な育成を図

るために、170人の補導委員が「愛の一声運

動」を行っております。 

 主な活動としまして、ショッピングセンタ

ーや公園などで危ないことをしていたり、遅

い時間まで遊んでいたりする青少年に声かけ

をし、非行に向かわないよう、また事故、事

件に巻き込まれないよう見回っているところ

であります。 

 併せまして、青少年や保護者から悩み事の

相談受け付けとして、青少年指導員による相

談活動を行っており、学校や専門機関とも連

携を取りながら、悩み事の解決や解消に努め

ております。 

 「愛の一声運動」では、２月末現在で257

人への声かけを行い、相談活動では８件の電

話相談を受けております。 

 また、平成27年度の善行青少年の表彰につ

きましては、去る２月18日に、社会福祉や公

共生活への貢献など、優れた活動に取り組ま

れました16人の個人と５団体を顕彰いたした

ところであります。 

 今後とも地域の皆様や関係機関と連携を図

りながら、青少年の健全育成のため、万全を

期してまいりたいと存じます。 

 次に、広域観光の推進について申し上げま

す。 

 本圏域におきましては、奥越前観光連盟が

主体となりまして、奥越前への観光入り込み

客数の増大を図っております。誘客、周遊を

促進することを目的に、大野市、勝山市の観

光地や観光施設を周遊する「奥越前スタンプ

ラリー」や秋に開催されました「三大朝市物

産まつり」や「勝山うまいもん祭」などのイ

ベントを結び付けました「秋のスタンプラリ

ー」をはじめ、観光パンフレットの作成やメ

ールマガジンの配信をいたしております。 

 「奥越前スタンプラリー」には、県内外か

ら771人の応募がございまして、大野・勝山

の特産品の詰め合わせなどを抽せんでプレゼ

ントさせていただきました。 

 また、九頭竜テラル高原推進協議会では、

圏域内の４つのスキー場で利用できますリフ

ト券「九頭竜テラル高原ぐるっとパス」のプ

レゼントキャンペーンを行い、県内ショッピ

ングセンターでの抽せん会やパソコンや携帯

電話など、インターネットから4,495組の応

募がございました。 
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 この冬は降雪に恵まれなかったことから、

全てのスキー場で滑走できるようになりまし

たのが１月中旬以降と、例年より大きく遅れ、

そして一部のスキー場では２月下旬で営業を

終了するというものになりました。短い営業

期間ではございましたが、当選された方々に

は奥越前でのウインタースポーツを堪能して

いただけたものと考えております。 

 そして、福井坂井奥越広域観光推進協議会

や環白山広域観光推進協議会の企画に参画し、

本圏域の自然、文化、食、祭りなどの観光情

報を広く発信いたしております。 

 今後も奥越前観光連盟を主体に、関係機関

との連携を深めながら、奥越前を中心としま

した効果的な広域観光を推進してまいりたい

と考えております。 

 それでは、本日の定例会に提出の各議案の

概要について、御説明申し上げます。 

 まず、平成28年度大野・勝山地区広域行政

事務組合一般会計予算案は、12億4,737万

6,000円を計上しております。前年度当初予

算より58万9,000円の増となっております。 

 また、平成28年度大野・勝山地区広域行政

事務組合ふるさと市町村圏振興事業特別会計

予算案は、527万円を計上しており、前年度

当初予算より１万2,000円の減となっており

ます。 

 そのほかの議案といたしましては、平成27

年度一般会計の補正予算案が１件、条例の制

定または改正に関する議案が３件、福井県市

町村総合事務組合規約の変更についての議案

が１件の合計７議案を提出いたしております。 

 これらの議案の内容につきましては、後ほ

ど事務局長から説明いたさせますので、慎重

に御審議の上、妥当なる御決議を賜りますよ

う、よろしくお願い申し上げます。 

○ 議長（松山信裕君） 

 事務局長、鉱崎君。 

 （事務局長 鉱崎昭治君 登壇） 

○ 事務局長（鉱崎昭治君） 

 私から議案第１号から議案第７号までの７

議案の内容について御説明申し上げます。 

 最初に、 

 議案第１号 平成28年度大野・勝山地区広 

       域行政事務組合一般会計予算 

       案 

をお願いいたします。 

 平成28年度一般会計予算案では、第１条で

歳入歳出予算の総額をそれぞれ12億4,737万

6,000円と定めております。前年度に比べま

して58万9,000円の増となっております。 

 第２項歳入歳出予算の款項の内容につきま

しては、後ほど「第１表 歳入歳出予算」に

より説明いたします。 

 第２条一時借入金につきましては、最高額

を前年度と同額の１億5,000万円としており

ます。 

 また、歳出予算の流用につきましては、第

３条に記載のとおりです。 

 「第１表 歳入歳出予算」の歳出から説明

いたしますので、４ページをお開きください。 

 款１議会費48万7,000円は、組合議会の運

営に要する経費です。 

 款２総務費7,537万4,000円の主なものは、

職員給与費や愛護センターに要します経費、

特別会計の繰出金などで225万2,000円の増で

す。 

 款３民生費1,355万5,000円は、介護保険認

定審査会及び障害者介護給付市町村審査会の

運営に要する経費で、109万9,000円の増です。 

 款４衛生費７億656万円は、主にガス化溶

融施設やリサイクルプラザ「ビュークリーン

おくえつ」、最終処分場「エコバレー」の管

理運営経費で、275万7,000円の減です。 

 款５公債費４億5,090万円は、一般廃棄物

処理事業債の元利償還金です。 
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 款６予備費は、前年度と同額の50万円です。 

 次に、歳入について説明いたしますので、

３ページにお戻りください。 

 款１分担金及び負担金11億2,591万3,000円

は、構成市であります大野市、勝山市からの

負担金で、前年度に比べ1,499万3,000円の増

となっています。歳出で衛生費は減額となっ

ていますが、施設持ち込み手数料と再資源化

物売却代の減額が見込まれることから、衛生

費負担金は1,156万2,000円の増となっていま

す。 

 款２使用料及び手数料6,151万5,000円の主

なものは、施設持ち込み手数料で、前年度に

比べ88万円の減となっています。 

 款４県支出金393万7,000円は、県からの派

遣職員に係る人件費及び愛護センター事業に

対する補助金です。 

 款５財産収入23万4,000円は、減債基金の

利子収入です。 

 款６繰入金2,700万1,000円は、うち2,700

万円が減債基金からの繰入金で、公債費の償

還に充てるものです。 

 款７繰越金は、1,000円を計上しておりま

す。 

 款８諸収入2,877万5,000円の主なものは、

アルミや鉄などの再資源化物売却代で、

1,337万円の減となっています。 

 続きまして、 

 議案第２号 平成28年度大野・勝山地区広 

       域行政事務組合ふるさと市町 

       村圏振興事業特別会計予算案 

について、説明を申し上げます。 

 第１条で、歳入歳出予算の総額をそれぞれ

527万円と定めています。前年度に比べまし

て１万2,000円の減となっています。 

 第２項歳入歳出予算の款項の内容につきま

しては「第１表 歳入歳出予算」により説明

いたします。 

 歳出から説明いたしますので、４ページを

お開きください。 

 款１総務費６万4,000円は、一般事務費と

一般会計の繰出し金です。 

 款２ふるさと市町村圏振興事業費520万

6,000円の主なものは、各観光推進協議会の

負担金並びに奥越前観光連盟への補助金です。 

 次に、歳入について説明いたしますので、

３ページにお戻りください。 

 款１財産収入104万5,000円は、ふるさと市

町村圏基金の利子収入です。 

 款２繰入金422万4,000円は、一般会計から

の繰入金です。 

 款３繰越金は、1,000円を計上しておりま

す。 

 次に、 

 議案第３号 平成27年度大野・勝山地区広 

       域行政事務組合一般会計補正 

       予算（第２号）案 

について、説明いたします。 

 第１条で、歳入歳出予算の総額からそれぞ

れ2,700万円を減額し、補正後の総額を12億

4,094万8,000円とするものです。 

 歳入歳出の款項の区分及び当該区分ごとの

金額については「第１表 歳入歳出予算補

正」により説明いたします。 

 歳出から説明いたしますので、４ページを

お開きください。 

 款２総務費22万5,000円の増額は、職員給

与費の増額です。 

 款４衛生費2,722万5,000円の減額は、ごみ

処理施設の燃料費と光熱水費、そして職員給

与費の減額です。 

 次に、歳入について説明いたしますので、

３ページにお戻りください。 

 款１分担金及び負担金1,500万円の減額は、

大野市、勝山市からの負担金です。 

 款２使用料及び手数料270万円の減額は、
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施設持ち込み手数料の減額です。 

 また、款８諸収入930万円の減額は、再資

源化物売却代の減額です。 

 次に、 

 議案第４号 大野・勝山地区広域行政事務 

       組合情報公開・個人情報保護 

       ・行政不服審査会設置条例案 

についてでございますが、行政不服審査法並

びに大野・勝山地区広域行政事務組合情報公

開条例及び大野・勝山地区広域行政事務組合

個人情報保護の規定により、その権限に属さ

せられた事項を処理するための機関を設置す

るため提案するものです。審査会の所掌事務、

組織や調査審議手続などを規定いたしますと

ともに、附則で、大野・勝山地区広域行政事

務組合情報公開条例、大野・勝山地区広域行

政事務組合個人情報保護条例、大野・勝山地

区広域行政事務組合特別職の職員で非常勤の

者の報酬及び費用弁償に関する条例の３条例

の一部を改正するものです。施行日は、法の

施行の日、平成28年４月１日としております。 

 次に、 

 議案第５号 大野・勝山地区広域行政事務 

       組合行政不服審査法の施行に 

       伴う関係条例の整備に関する 

       条例案 

についてですが、行政不服審査法の施行に伴

い、関係条例について所要の改正を行うもの

で、主な改正内容は、不服申し立てを審査請

求に改正するとともに、審査に係る手続の方

法を改正するものです。対象となります大

野・勝山地区広域行政事務組合情報公開条例、

大野・勝山地区広域行政事務組合個人情報保

護条例、大野・勝山地区広域行政事務組合人

事行政の運営等の状況の公表に関する条例の

３条例の一部を改正するものです。施行日は、

行政不服審査法の施行の日、平成28年４月１

日としております。 

 次に、 

 議案第６号 大野・勝山地区広域行政事務 

       組合人事行政の運営等の状況 

       の公表に関する条例等の一部 

       を改正する条例案 

についてですが、地方公務員法の一部改正に

伴い、所要の改正を行うもので、主な改正内

容は、１件目の大野・勝山地区広域行政事務

組合人事行政の運営等の状況の公表に関する

条例につきましては、管理者が取りまとめな

ければならない事項を改正するものです。 

 ２件目の大野・勝山地区広域行政事務組合

一般職の職員の勤務時間、休暇等に関する条

例につきましては、地方公務員法の改正に伴

います条項のずれを改正するものです。 

 ３件目の大野・勝山地区広域行政事務組合

一般職の職員の給与に関する条例につきまし

ては、同じく条項のずれを改正するとともに、

等級別基準職務表を定めるものであります。

施行日は、平成28年４月１日としております。 

 次に、 

 議案第７号 福井県市町総合事務組合規約 

       の変更について 

ですが、福井県市町総合事務組合規約の変更

について、地方自治法第290条の規定により

提案し、議会の議決を求めるもので、変更内

容は、武生・三国モーターボート競走施行組

合を、平成28年４月１日付で越前三国競艇企

業団に改めるものです。 

 以上でございます。よろしくお願いをいた

します。 

○ 議長（松山信裕君） 

 会議の途中でありますが、暫時休憩いたし

ます。 

 

（午前10時25分 休憩） 

（午前11時05分 再開） 

 



－ 9 － 

○ 議長（松山信裕君） 

 休憩前に引き続き、会議を開きます。 

 これより質疑並びに日程第６「一般質問」

を併せて行います。 

 最初に、梅林厚子君の質問を許します。 

 （８番 梅林厚子君 登壇） 

○ ８番（梅林厚子君） 

 皆さん、おはようございます。梅林厚子で

ございます。 

 それぞれの自治体におかれましては、地域

の特殊性を生かした平成28年度予算が成立し、

人口減少問題等の課題克服に精力的に取り組

まれることと御期待を申し上げます。 

 人口対策は、地域間競争でもあるといわれ

ておりますが、効率的、効果的な目的達成に

向けては、近隣する自治体同士の連携は不可

欠だと思われます。 

 九頭竜川の上流域に位置する両市は、恵ま

れた自然環境と新たな観光資源等をリレーシ

ョンすることにより、さらなる発展につなが

ると確信するとともに、当圏域におきまして

も、着実な事業推進を可能していくものと思

われます。 

 それでは、通告に従いまして、ごみ処理の

状況について、２点質問させていただきます。 

 人口は、減少しておりますが、ごみの排出

量は年々ふえ続けております。 

 また、生活の多様化に伴って、ごみの種類

もふえ続けております。快適、便利な生活の

背景には、不要物が必ず発生することを私た

ちは忘れてはならないと思います。 

 そして、不要物に対する責任は、個人の意

識の向上とともに、廃棄物の抑制と環境保全

にあると思われます。 

 そこで、１点目、アルミ付き廃棄物、飲料

用のアルミ付き紙パック等は、高品質のパル

プを主素材としており、資源の有効利用や廃

棄物削減の観点からも、リサイクルの推進が

要請されております。このアルミ付き廃棄物

の取り組みをどのようにお考えか、お尋ねい

たします。 

 ２点目、提案理由でも御説明を受けました

が、最終処分場「エコバレー」は、雨水排除

対策を行いながら、安定した埋め立てを行っ

ており、今後も放流水の水質基準を順守して、

環境保全に細心の注意を払っていくとのこと

でありますが、放流水の水質、環境ホルモン

等に対する管理をどのように行っているのか、

お伺いいたします。 

 ごみの減量とＣＯ２削減などの環境保全の

取り組みは、今後、新エネルギーの循環シス

テムの構築や新産業の育成、さらには雇用の

創出といった地域イノベーションを巻き起こ

し、地域経済にも影響力を及ぼすと考えられ

ます。 

 本定例会は、今回から会期が１日となり、

これまで以上に質の高い議論が交わされ、当

事務組合の発展につながるものと期待を寄せ

ながら、一般質問とさせていただきます。 

○ 議長（松山信裕君） 

 梅林君の質問に対する理事者の御答弁を求

めます。 

 事務局長、鉱崎君。 

 （事務局長 鉱崎昭治君 登壇） 

○ 事務局長（鉱崎昭治君） 

 梅林議員の御質問にお答えさせていただき

ます。 

 まず、１件目のアルミつき廃棄物への取り

組みについてでございますが、「ビュークリ

ーンおくえつ」では、アルミ製のなべ、やか

んなどの金属類は燃やせないごみと処理し、

破砕アルミとして平成26年度は約10トンを回

収しました。 

 次に、缶類のアルミ缶は資源ごみとして処

理し、約74トンを回収しております。 

 また、可燃性の粗大ごみでありますタンス
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などのアルミ製金具は、燃えるごみとして焼

却し、焼却アルミとして約20トンを回収しま

した。 

 これらの回収しましたアルミ類は、おおむ

ね３カ月ごとに入札を行い、再資源化物とし

て売却をしております。 

 次に、２件目の最終処分場「エコバレー」

の管理状況についてお答えいたします。 

 最終処分場に搬入しております埋め立て物

は、「ビュークリーンおくえつ」の飛灰固化

物が年間約740トン、燃やせないごみを処理

しました不燃物残渣が年間約200トン、そし

て社会奉仕等によります道路側溝しゅんせつ

汚泥が約100トンとなっております。 

 この埋め立て物は、定められた作業手順に

のっとり、適正に埋め立て作業を行っており

ます。 

 続いて、埋立地の浸出水の処理について申

し上げます。 

 「エコバレー」の放流水の水質につきまし

ては、法令に定められた基準値より厳しい数

値で地元地区と協定を締結し、水質検査は毎

月実施しております。 

 なお、検査結果は地元協定値を順守してお

ります。 

 また、環境ホルモンの代表的な項目である

ダイオキシン類、ＰＣＢなどにつきましても、

年１回測定を行っております。ダイオキシン

類の検査結果は、これまで地元協定値の５ピ

コグラムを大きく下回っており、平成27年11

月の結果は、定量検出限界未満のゼロピコグ

ラムとなっております。 

 なお、ＰＣＢにつきましては、検出されて

おりません。 

 今後とも「エコバレー」の維持管理業務に

つきましては、地元協定を初め、法令の順守

に努めてまいります。 

○ 議長（松山信裕君） 

 梅林君。 

○ ８番（梅林厚子君） 

 御答弁ありがとうございました。 

 「エコバレー」につきましては、適正な管

理と細心の注意を払っていただいているとい

うことで、法定基準値を下回るということで

ありまして、大変ありがたく思います。 

 今後とも適正な管理に努めていただきたい

と思いますので、よろしくお願いいたします。 

 続きまして、アルミつき廃棄物について再

質問をさせていただきます。 

 今回アルミの再資源、可燃物、いろんなこ

うアルミの廃棄物があるんですけれども、ア

ルミ付き廃棄物の中に紙パックというものが

ございます。 

 例えば、お酒のパックの中がアルミになっ

ているとか、それからコーンクリームシチュ

ーのパックの中のアルミであったりとか、そ

れからカップめんのふたですね、このふたの

裏もアルミでできています。 

 そのほかに、スナック菓子の袋とか、それ

からお茶のパック、それから錠剤のパッケー

ジ、こういった物、そのほかにもアルミ箔、

お弁当のカップとかっていうので、いろいろ

アルミが使われてございます。 

 こういったアルミというのは、非常に高品

質であると。これに対するリサイクル活動と

いうようなものも進んでおります。 

 ただ、今回ごみの分別早見表という、広域

事務組合から出ている、これを見せていただ

きましたが、リサイクル用の再資源というこ

とでは、よくわからない、不明確なところが

ございました。 

 例えば、お酒のパックで中がアルミは、一

体このどこへ出すといいのかと。 

 ごみ分別早見表というところにもあるんで

すけれども、やっぱりそれらによって違うし、

載っていない物もございました。 
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 一般市民におかれましても、中がアルミな

のかそうじゃない物か、非常にこう分別しに

くいので、つい燃えるごみに出してしまうと

いうようなこともあるかと思ってます。 

 このアルミ付き廃棄物を分別することによ

って、さらにごみの減量になることは間違い

がないと。このように思っています。 

 そういったことを考えると、ごみの減量、

それからコストの削減、さらには環境保全に

つながるというようなことです。 

 そういったことで、アルミ付き廃棄物を再

利用するために分別の方向に進むというよう

なことについて、どのようにお考えか、お尋

ねいたします。 

○ 議長（松山信裕君） 

 事務局長、鉱崎君。 

○ 事務局長（鉱崎昭治君） 

 議員の御質問にお答えさせていただきます。 

 現在、広域で行っておりますのは、分別さ

れて収集されたごみの処理をするということ

になっておりまして、そういうごみ収集につ

きましては、大野市、勝山市、それぞれの固

有事務として実施されておりますので、御理

解いただきたいと思います。 

○ 議長（松山信裕君） 

 梅林君。 

○ ８番（梅林厚子君） 

 ごみ収集ということで、業者に出すという

ようなことも１つの方法ですし、それをやっ

ぱり別に分別してリサイクルに使うというよ

うなことの可能性というのは、今現在いろん

な科学実証済みで明らかになっております。 

 例えば、アルミ付き廃棄物を電気、発電に

利用するというような動きも進んでおります。

これは福井のほうがいち早くこう取り組んで、

現在、実効性の成果を上げているというよう

なことを聞きます。 

 飲料用のアルミ付き紙パックの国内出荷量

というのは、約８万トンあるということです。 

 その中のアルミのない紙パックの量からす

ると、約37％。非常にたくさんあるんですね。

これを分別して可燃物に持っていって燃やす

というようなことになりますと、そこでやっ

ぱりエネルギーの問題が発生します。 

 そういったことを考えると、アルミ付き紙

パック等の廃棄物を分別して、ほかに活用す

るというようなことは、これとても今後重要

なことかというふうに思われます。 

 それで、この福井がやってますアルミ系廃

棄物による発電なんですね。これはアルミ系

の廃棄物を集めて、それをこう細かく砕いて、

きちんとした形にして、カートリッジ形にし

てオンデマンド型の安全な水素発生システム、

そういったものを完成して発電に利用してい

るということなんです。これ、これから今後

いろんな自治体でこういう動きが広がってく

るんじゃないかと思います。 

 ただ、１つ問題なのは、アルミ付き紙パッ

クなどのアルミの回収率が非常に低いという

課題があるそうです。 

 じゃあ、全体量として非常に多いんだけど、

ここに回収に至らないということの理由は、

どこにあるのかと言ったら、やはり燃やせる

ごみとして焼却される。それから資源として

業者に出される。それからいろんな形でこう

リサイクルに必要なアルミが流れているんだ

ろうというようなことです。 

 今後、やっぱりこういったこう先進的に取

り組む企業が福井県内にあるということであ

れば、それに対して後押しをすることは非常

に重要なことかと思われます。 

 ただ、１つ課題になっていますのは、今現

在、容器包装リサイクル法という法律によっ

てリサイクルのごみが分別されているんです

けれど、この法律の中にアルミ付き容器包装

物ですね、これが入っておりません。 
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 ですから、各自治体は法令に基づきという

ようなことで、アルミ付き容器包装の回収、

分別をしていないということがいわれており

ます。 

 これ大野の企業、こういった形で先進的に

取り組んでいるというようなことを受けまし

て、福井県内の生活者の皆さんが容器包装リ

サイクル法の見直しに関する陳情を国にお願

いしております。 

 ここで法律がきちんと改正されれば、当然

アルミ付き容器包装廃棄物も別として分別さ

れてくると思います。そういったときにそれ

を業者に買っていただくんではなくて、そこ

の企業に持ち込んでいただければ、その企業

におかれましても、今後ますます研究も進み

ますし、これこそがやっぱり循環型社会だと

いうような気がいたします。 

 それで、法改正を待つというようなことも

とても重要かと思うんですけれども、県内の

企業がこういった取り組みに先進的に行って

いるというようなことであるならば、やはり

法改正を待つまでもなく、こういった物の回

収を行っていくことはとても重要ではないか

と思います。 

 それで、いろいろ県内を調べましたら、県

内においてはアルミ付き紙パック等の廃棄物

を回収する場所を設けているところもあるん

ですね。そういったことをやっぱり広域とし

ても取り組んでいくことはとても重要だと思

うので、もう一度この件について御答弁をお

願いいたします。 

○ 議長（松山信裕君） 

 岡田管理者。 

○ 管理者（岡田高大君） 

 先ほど、局長が御答弁させていただきまし

たけれど、広域でやるべき事務事業ですね、

というものが定められておりますし、また前

に勝山市さん、大野市とのお互いの考え方も

ありますし、今、広域でうんぬんという、今

のお話は受け止めさせていただきますけれど

も、単独自治体でやれるべきものなのかとい

うこともありますし、今ここでどうこうとい

うことでは、今のところは差し控えさせてい

ただきます。 

○ 議長（松山信裕君） 

 梅林君の質問は、会議規則第59条の規定に

より、３回を超えておりますので、質問を終

結いたしたいと思います。 

 以上で、梅林厚子君の質問を終結いたしま

す。 

 次に、北川晶子君の質問を許します。 

 （５番 北川晶子君 登壇） 

○ ５番（北川晶子君） 

 北川晶子でございます。 

 通告に従いまして、実は大野・勝山地区広

域行政事務組合議会での初めての一般質問を

させていただきますので、よろしくお願いい

たします。 

 お伺いする議題といたしましては、大野・

勝山地区広域行政事務組合の新たな事業の取

り組みについてをお伺いをいたします。 

 国は、高齢化が進み、2025年、平成37年に

は、いわゆる団塊の世代が全て75歳以上とな

る中、医療や介護が必要な状態となっても、

できる限り住み慣れた地域で安心して生活が

継続できるよう、在宅医療や介護を推進して

おります。 

 住民が在宅で安心して生活するためにも、

将来にわたって医療を確保できる体制をつく

ることがとても重要です。 

 そのためには、大野・勝山地区広域市町村

圏規約に定める広域福祉対策の観点からも、

奥越２次医療圏を守っていくことが大切であ

ると考えております。 

 また、福井県は地域医療構想を策定中です

が、その中で治す医療から地域で治し、支え
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る医療への転換ということを方向性として示

しており、目指すべき医療提供体制を実現す

るための施策の１つに、地域包括ケアシステ

ムを構築し、地域で治し、支える地域完結型

医療を確立することが示されております。 

 この点からも、奥越２次医療圏の役割は今

後ますます重要になってくると考えられます。 

 しかしながら、入院患者の46％が圏域外に

流出している現状もあります。 

 そこで、地域の中でかかりつけ医を持ち、

医療機関との役割分担や切れ目ない連携を進

めることが２次医療圏を維持するため、とて

も重要です。 

 今後、大野市、勝山市が連携し、このこと

を奥越地域の住民に周知していくことは、と

ても大事であると考えますが、理事者の御所

見をお伺いいたします。 

 次に、２次医療圏の中核病院である福井勝

山総合病院は、入院等の医療の提供だけでは

なく、奥越地域の就労の場となっております。

深刻な人口減少が進展する中、地域内の定住

人口を増やす観点からも、病院の役割は大き

いと思われますが、福井勝山総合病院の利用

促進について、今後、大野市、勝山市と連携

をし、ＰＲすべきではないかと思われますが、

理事者のお考えをお伺いします。 

 以上の２点を踏まえ、奥越２次医療圏の促

進を大野・勝山地区広域行政事務組合の新た

な事業として取り入れるお考えはないかをお

伺いをして、壇上での質問を終わります。 

○ 議長（松山信裕君） 

 北川君の質問に対する理事者の答弁を求め

ます。 

 事務局長、鉱崎君。 

 （事務局長 鉱崎昭治君 登壇） 

○ 事務局長（鉱崎昭治君） 

 北川議員の御質問にお答えさせていただき

ます。 

 まず、１件目の奥越２次医療圏を守ること

についてでありますが、本組合におきまして

は、身近な地域で医療を受けることができる

地域医療体制として、奥越２次医療圏は、ぜ

ひ必要との観点から、その存続を求める要望

書を平成24年に福井県へ提出いたしておりま

す。 

 このような中、平成25年３月に策定されま

した第６次福井県医療計画では、福井県内の

４つの圏域の１つとして、奥越が２次医療圏

とされたところであります。 

 また、現在策定中の福井県地域医療構想案

におきましても、２次医療圏である奥越が構

想区域として設定されているところでありま

す。 

 次に、２件目の奥越２次医療圏中核病院と

しての福井勝山総合病院のＰＲについてお答

えいたします。 

 現在、本組合では、組合規約で定められて

おります広域観光事業、廃棄物処理施設の管

理運営事業、介護認定審査会及び障害者介護

給付市町村審査会事業及び奥越青少年愛護セ

ンター事業などの共同処理を行っております

が、医療関係の事務は所管しておりません。 

 なお、共同処理をする事務を変更しようと

するときは、勝山市、大野市の協議によりこ

れを定め、この協議は両市議会の議決を得な

ければならないとされております。 

○ 議長（松山信裕君） 

 ５番。 

○ ５番（北川晶子君） 

 御答弁ありがとうございました。 

 今も御説明の中にございましたけれども、

平成24年度に、本当に皆様の働きで奥越２次

医療圏ということで存続ができたわけでござ

います。 

 それで、ちょっとそのときの、これは質問

というわけではなくて、今回、私はやはり時
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代に合った勝山広域行政組合の取り組みとい

うのをやはりこう取り入れていくべきではな

いかということで、大変、高齢化も進む中で、

今からそういう残った２次医療圏のこれがや

っぱり存続と言いますか、促進を大変やっぱ

り重要視と思いまして、提案をさせていただ

くための質問ということですので、再質問と

言うよりは、ちょっと私のまたちょっと考え

を聞いていただきたいと思います。 

 それで、厚生労働省が皆様も御存じのとお

り、平成23年12月７日の医療計画の見直し等

に関する検討会で、人口規模がおおむね20万

人未満で、患者の流出割合が20％以上、流入

割合が20％未満は２次医療圏の設定の見直し

を検討するという、そういう厚生労働省が見

直しを発表したわけですけれども、そこで奥

越を含む、全国で75圏域が対象となりました。

福井県では奥越と丹南ということで、両市で

すね、大野市と勝山市が本当に２次医療圏を

守るためのしっかりとした取り組みをされた

ことが今日に、存続に至っておるということ

であります。 

 私が今、質問の中にも言わせていただきま

して、再度、重なるかとは思いますけれども、

今、国からまた県のそういう医療計画の中で、

治す医療から地域で治し、支える医療へとい

うことで、本当にかかりつけ医と中核病院、

これは福井社会保険病院になるわけですけれ

ども、役割分担や連携がとても大事で、それ

が奥越２次医療圏を守り、維持していくため

の本当に大事なことだと思っております。 

 それで、また雇用の場でもある福井勝山総

合病院の利用促進は、これから本当に若い人

が流出していく中、また人口減少の中で、何

としても２市で取り組んでいただきたいなと

いうことで、実は先日ですね、福井勝山総合

病院のほうに私もいろいろ問い合わせをさせ

ていただきまして、ちょっと調べたことをお

聞きしていただきたいと思います。 

 それで、まず入院患者なんですけれども、

平成27年度は大野市が1,530人、そして勝山

市が2,778人ということで、平成27年度は合

計4,308人の方が入院をされております。 

 それから、外来につきましては、これは延

べ人数でございますけれども、平成27年度は

大野市が３万646人、それから勝山市が７万

1,652人と、10万2,298人の奥越の方が外来を

受けておられます。 

 そして、救急に関しましては、平成27年度

は823件ですね、となっております。 

 そして、ここは奥越中核病院ということで、

お聞きしましたところ、雇用人数に対しまし

ては、大野市からは113人の方が働いておら

れます。そして勝山市からは現在210人の方

が働いておられまして、合計323人もの方が

この福井勝山総合病院で働いていらっしゃる

ということは、雇用の場と言いますか、就労

の場としては大変大きいところだというふう

にとらえまして、ぜひともやはりこれは両市

がしっかりと存続に向けて取り組んでいかな

くてはいけないのかなというふうに思ってお

ります。 

 そして、最後に当病院としての考えを私が

質問書で送らせていただきまして、当院が属

する独立行政法人地域医療機構推進、ジェイ

コーと言いますけれども、使命のとおり、地

域医療、地域包括ケアの要として、地域の多

様なニーズに応え、地域の生活を支えること

がこの病院としては考えているというような

お返事をいただきました。 

 そして、また地域の企業の側面として、健

全な運営を行うことで、雇用の安定にもぜひ

ともつなげていきたいと考えているというの

が病院の考え方でありまして、私どもの思い

と本当に一致をいたしまして、これをお聞き

しまして、ぜひとも平成24年度同様に、これ
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からも２次医療圏の促進には何としても２市

でしっかりと取り組んでいただくことが存続、

また促進の大きな要件になるんではないかと

思いまして、ぜひとも大野・勝山地区広域行

政事務組合の事業として取り入れていただく

ことを強く要望いたしまして、簡単ではござ

いますけれども、私の質問とさせていただき

ます。ありがとうございます。 

○ 議長（松山信裕君） 

 以上で北川晶子君の質問を終結いたします。 

 これにて質疑並びに一般質問を終結いたし

ます。 

 これより議案第１号から議案第７号までの

７件に対する討論に入ります。 

 （「なし」の声あり） 

○ 議長（松山信裕君） 

 討論なしと認めます。よって、討論を終結

いたします。 

 これより採決いたします。 

 議案第１号 平成28年度大野・勝山地区広 

       域行政事務組合一般会計予算 

 議案第２号 平成28年度大野・勝山地区広 

       域行政事務組合ふるさと市町 

       村圏振興事業特別会計予算 

 議案第３号 平成27年度大野・勝山地区広 

       域行政事務組合一般会計補正 

       予算（第２号） 

 議案第４号 大野・勝山地区広域行政事務 

       組合情報公開・個人情報保護 

       ・行政不服審査会設置条例案 

 議案第５号 大野・勝山地区広域行政事務 

       組合行政不服審査法の施行に 

       伴う関係条例の整備に関する 

       条例案 

 議案第６号 大野・勝山地区広域行政事務 

       組合人事行政の運営等の状況 

       の公表に関する条例等の一部 

       を改正する条例案 

 議案第７号 福井県市町総合事務組合規約 

       の変更について 

以上７件を一括して採決いたします。 

 お諮りいたします。以上７件については、

原案どおり可決することに御異議ございませ

んか。 

 （「異議なし」の声あり） 

○ 議長（松山信裕君） 

 御異議なしと認めます。よって、議案第１

号から議案第７号までの７件は、原案のとお

り可決されました。 

 以上で、本定例会の付議事件は全て議了い

たしました。 

 これをもちまして、平成28年３月第115回

大野・勝山地区広域行政事務組合議会定例会

を閉会いたします。 

 どうも御苦労さまでございました。 

 

（午前11時38分 閉会） 

 

 


